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売れるネット広告社グループ、 

非エンジニア AI開発の内製化支援「SOBA Vibe Factory」を提供開始 

～現場主導の AI活用を推進し、開発生産性を向上～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売れるネット広告社グループ株式会社（本社：福岡県福岡市、代表取締役社長 CEO：加藤公一レオ、東証グ

ロース市場：証券コード 9235、以下 売れるネット広告社グループ）の連結子会社である株式会社 SOBAプロ

ジェクト（以下 SOBAプロジェクト）は、このたび、非エンジニア組織が生成 AIを活用した「Vibeコーディ

ング」によりエンジニアリングの内製化を実現するための伴走型支援サービス『SOBA Vibe Factory（ソー

バ・バイブ・ファクトリー）』を正式に開始したことをお知らせいたします。 

 

これは単なる「開発支援」ではありません。 

“エンジニアがいないから作れない”という呪いを、AIで解き放つ。 

外注依存からの脱却、意思決定の超高速化、そしてノウハウの社内蓄積—— 

企業の競争力を根底から塗り替える、歴史的転換の号砲です。 

 

【AI時代の勝者条件は“作れる組織”——非エンジニアが開発主体になる】 

生成 AIの進化により、開発の本質は「コードを書く技術」から「要件を定義し、AIを操縦して成果物へ落と

す技術」へとシフトしました。いま世界中で注目される Vibeコーディングは、その象徴です。 
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しかし、多くの企業は“最後の壁”で止まります。 

・開発環境を構築できない   

・Vibeコーディングの前提となるツール群の連携が分からない   

・デプロイや運用の設計ができず、PoC止まりで終わる   

・担当者が属人化し、再現性が消える   

 

SOBAプロジェクトは、この壁を正面から破壊します。 

「非エンジニアでも、AIドリブンで“本番稼働”まで到達する」 

この一点に、徹底的にフォーカスしたサービスが『SOBA Vibe Factory』です。 

 

 

 

【『SOBA Vibe Factory』の提供価値——環境×運用×デプロイを“最初から勝てる形”に】 

『SOBA Vibe Factory』では、非エンジニア組織が Vibeコーディングを業務に実装するために必要な基盤を、

ワンストップで設計・構築・定着支援します。 

 

1) 開発環境のセットアップ 

非エンジニアでも迷わず着手できる、AIドリブン開発に最適化された環境を整備。 

 

2) Vibeコーディング環境のセットアップ 

生成 AI×開発ツールの連携を前提に、チームで再現可能なワークフローへ落とし込み。 

 

3) デプロイ環境のセットアップ 

“動いた”で終わらせず、本番稼働・継続改善まで見据えたデプロイ基盤を構築。 

 

4) 内製化を加速する運用設計 

誰がやっても同じ品質で回る、手順・役割・レビューの仕組みを設計し、属人性を排除。 

 

つまり我々が提供するのは、ツールでも研修でもありません。 

「非エンジニア組織が、開発を内製し続けられる“仕組みそのもの”」 

これが、爆速で価値を生み続ける“AI開発工場化”の正体です。 
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【なぜ売れるネット広告社グループがやると“勝ち筋”が違うのか】 

売れるネット広告社グループは、『最強の売れるノウハウ®』として体系化された 2,600回超の A/Bテストの知

見を軸に、「机上の空論ではなく、勝つための実装」を積み重ねてきました。 

 

『SOBA Vibe Factory』は、単なるエンジニアリング支援ではなく、 

“事業を伸ばすために作るべきものを、最短距離で形にする”ための内製化支援です。 

 

そして売れるネット広告社グループが持つ、 

・AI関連事業の知見（AIを事業実装してきた現場力）   

・SaaS/運用の型化ノウハウ（再現性のある仕組み化）   

・D2C現場での高速 PDCA文化（作って、回して、伸ばす）   

これらを融合し、「使える」ではなく「成果が出る」内製化へ導きます。 

 

【今後の展望——“AI内製化”を日本の新常識にする】 

短期的には、エンジニア採用が難しいスタートアップ・中小企業の内製化需要を確実に取り込みます。 

中期的には、大企業の新規事業・DX部門における「PoC量産→本番実装」フェーズの伴走支援へ拡張。 

長期的には、非エンジニアが AIで開発することを前提とした、“組織 OS”としての内製化モデルを確立し、

日本中の企業の生産性を異次元に引き上げます。 

 

株主・投資家の皆様。 

エンジニア不足は、もはや社会構造の問題です。 

だからこそ我々は断言します。 

「AI×Vibeコーディング」による内製化は、全企業にとって避けて通れない“必修科目”になる。 

その必修科目を、最短で、確実に、成果へ変えるのが『SOBA Vibe Factory』です。 

 

なお、本件が当社の連結業績に与える影響は現時点では軽微と考えておりますが、2026年７月期の売れる

ネット広告社グループの連結業績にプラス寄与見込みです。 

 

我々と共に、AI時代の“作る覇権”を取りに行きましょう。 

その歴史的瞬間を、ぜひその目に焼き付けてください。 

 

以 上 


